
栄区防災訓練 豊田小学校地域防災拠点運営委員会 毛利会長 

（インタビュアー） 
では、この時間は豊田小学校防災拠点運営委員会毛利会長にお話伺います。 
毛利会長おはようございます。 
 
（毛利会長） 
おはようございます。 
 
（インタビュアー） 
今日はよろしくお願いいたします。 
 
（毛利会長） 
お願いします。 
 
（インタビュー） 
早速ですが、今日いろいろな訓練などが行われますが、どのようなものが行われるかいくつか教えていただいてもいいです
か︖ 
 
（毛利会長） 
豊田小学校と合同で地域とやる防災訓練は、今回でちょうど 15 年目を迎え、いつも子供たちと一緒にここでやっていま
す。特に大きいものは、高学年の水消火器の訓練、それから心肺蘇生、AED を 6 年生にやってもらって、１年生から 4
年生までは備蓄庫にある備品を見てもらう、あるいはトイレの組み立てやってもらい、実際のトイレを見てもらうという感じ
であります。 
 
（インタビュアー） 
ありがとうございます。特に水消火器に触れるなんていうのはなかなか珍しいことなのではないでしょうか︖ 
 
（毛利会長） 
毎年 5年生は水消火器を必ずやっております。6年生は心肺蘇生ということで、必ずこれはやっております。 
 
（インタビュアー） 
この地域の皆さんや子供たちは触れてきているわけですね。 
今朝から地域の皆さんはどのようなことを進めてくださっていますか︖ 
 
（毛利会長） 
備蓄庫から備蓄品を全部出して展示して見てもらう、それからあと体育館の方では区割り、要するに、この地区はここに
避難してくださいという、その区割りを今やっていただいております。 



（インタビュアー） 
先ほどからトランシーバーの音が聞こえるのですけど・・・これは何ですか︖ 
 
（毛利会長） 
これは、災害が起きたときに家の中が大丈夫という方は、「我が家は大丈夫」という黄色いリボンを垂らします。その黄色い
リボンを、各組長さんが大体 20世帯ぐらいずつあるのですけど、それを見て回って出ていないところには「ピンポン」を押して
安否の確認をしていく、その安否確認を各地区長さんが、本部に連絡をする時に、このトランシーバーを使っております。 
 
（インタビュアー） 
なるほど、ではここ豊田小学校で行われていますが、豊田小学校外でも皆さんが訓練を進めてくださっているのですね。 
 
（毛利会長） 
そういうことですね。 
 
（インタビュアー） 
ありがとうございます。このように本当に協力的な皆さんの姿が訓練の始まる前からよく見られているのですが、普段からこ
の地域、この豊田小学校拠点の地域の皆さんの防災訓練の普段の進め方というのはどのような感じでしょうか︖ 
 
（毛利会長） 
基本的には、ささえあいカードというのを毎年 7月に各住民に書いていただいて、避難所まで自力で行けない人は手を挙
げてくださいということで、その人たちを中心に要援護者の避難の訓練とか、先立は役員のみで夜間訓練、例えば真っ暗
な中で発電機を作動させ投光器でどのぐらいの明るさになるのか︖など全部訓練をしております。 
 
（インタビュアー） 
ありがとうございます。普段からの皆さんの意識や関心の高さというのは感じられます。特に子供たちには今日どのようなこ
とを学んで感じで帰ってもらいたいですか︖ 
 
（毛利会長） 
備蓄庫にどういう備品が入っているのか、これが一番だと思いますね、関心事としては。それから、水消火器を実際に使っ
てあとは心肺蘇生などを学んでもらえれば、何かあったときに、自分で心臓マッサージとか出来るようになれば一番いいです
ね。 
 
（インタビュアー） 
ありがとうございます。この時間は豊田小学校防災拠点運営委員会毛利会長にお話を伺いました。毛利会長、ありがと
うございました。 
 
（毛利会長） 
ありがとうございました。 



栄区防災訓練 避難の様子 

（インタビュアー） 
はい。ヘルメットをかぶり口元をハンカチで覆った学生の皆さん児童の皆さんが続々と校庭に集まってきています。先生は
人数を数えて人数を報告していきます。 
 
（先生） 
2年 2組です。在籍 22欠席 5。17名全員居ます。 
 
（先生） 
はい、5年 2組です。在籍 35、欠席 2名。33名全員います。 
 
（先生） 
2年 1組です。在籍 2２、欠席１。21人全員います。 
 
（インタビュアー） 
全員の避難が確認されました。今日は周りを見てわかる通り、地域合同の防災訓練です。いろんな方々のお話を聞きま
す。ではまず校長先生のお話です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



栄区防災訓練 豊田小学校 垣崎校長先生 

（垣崎校長先生） 
国連の WHO という国際機関がこの栄区、豊田小学校も含めた防災訓練の様子を認めてくれたのです。すごいですね
～。 
そういう学校はそうはありません。横浜市で一番最初です。セーフコミュニティー、みんなでつくる安全・安心の街豊田小で
す。このあと最後の最後までしっかりと防災訓練に参加をしてほしいと思います。 
先生の話は終わります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



栄区防災訓練 栄区役所保険年金課 林係長 

（林係長） 
栄区役所の林です。皆さんよろしくお願いします。 
まず皆さん、まだ生まれる前の方が多いと思うのですけれども、11年前に東日本大震災で東北地方に凄く大きな地震あ
りました。それから 11 年経ちました。この首都圏、東京とか横浜とかでも首都直下型地震というのが、今でもいつ起こる
かという話でこれは来年かもしれないし 10年後かもしれませんが必ずいつか起こります。 
ですので、皆さんも日頃から災害時の避難訓練をおこなって心構えをしっかり持っていただきたいと思います。今後も、この
ような訓練があると思いますけれども、「いつかは来る」ということを考えてもらって、自分のこととして命を守るようにしてもら
えばなと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



栄区防災訓練 避難訓練後 豊田消防出張所長中戸川所長 

（中戸川所長） 
魔法の言葉、何でしたっけ︖ 
すごいね、はい、「おかしも」という言葉がありました。今日、私皆さんが出てくるのを見させてもらいました。すごいですね。
喋らないですし、押さないで戻らない。みんなが先生の言いうことを聞いてゆっくり避難してくれました。私は、すごく感動し
てしまいました。ありがとうございます。 
 


